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区　　　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 事 業 10億6,508万円 4億5,505万円 42.7％ 3億9,350万円 36.9％

後期高齢者医療事業 1億2,763万円 4,863万円 38.1％ 4,671万円 36.6％

介 護 保 険 事 業 7億1,244万円 3億3,287万円 46.7％ 2億2,178万円 31.1％

介 護 サ ー ビ ス 事 業 6億7,248万円 1億5,153万円 22.5％ 2億9,424万円 43.8％

国民健康保険病院事業 11億5,752万円 5億3,703万円 46.4％ 4億2,092万円 36.4％

簡 易 水 道 事 業 4億6,018万円 1億1,850万円 25.8％ 7,312万円 15.9％

下 水 道 事 業 3億772万円 6,122万円 19.9％ 4,522万円 14.7％

令和７年度上半期予算執行状況令和７年度上半期予算執行状況
（９月末日現在・一般会計）

　町の財政は、皆さんから納めていただいている町税や、国からの地方交付税、道からの負担金など
で賄われています。
　町では町民の皆さんにまちの家計簿を知っていただくため、財政状況を定期的に公表しています。
　今回は、令和７年度上半期（４月１日から９月30日まで）の執行状況をお知らせします。
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7億8,973万円（71.9%）7億8,973万円（71.9%）
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1億3,772万円1億3,772万円

7億9,859万円7億9,859万円
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4億3,160万円（25.0%）4億3,160万円（25.0%）
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町税

地方消費税交付金

地方交付税

国・道支出金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

財産収入

諸収入

町債

その他

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

その他

収入済額　40億9,213万円 収入率30.7％
予 算 額　133億2,870万円

支出済額　39億795万円 執行率29.3％
予 算 額　133億2,870万円

30億4,276万円30億4,276万円

歳入（収
入）

歳出（支
出）

今年度取り組んでいる主な事業

■ 特別会計及び事業会計の執行状況 ■

公営住宅整備事業公営住宅整備事業

マイホーム建設支援事業マイホーム建設支援事業

認定こども園移転新築事業認定こども園移転新築事業

今年の力点事業（《　》内は予算額）
◎町道整備事業、橋梁長寿命化ほか� 《3億1,580万円》
◎公営住宅整備事業� 《1億2,604万円》
◎マイホーム建設支援事業� 《1,000万円》
◎土地改良事業基盤整備� 《5億4,522万円》
◎多面的機能支払事業保全隊補助� 《1億4,391万円》
◎しほろ温泉プラザ緑風施設再整備事業（外構工事）
� 《2億5，159万円》
◎各種検定受検料助成� 《113万円》
　（小・中学生の各種検定受検料を助成）
◎高齢者補聴器購入費助成事業� 《100万円》
◎高齢者等熱中症対策助成� 《808万円》
◎高齢者等移動支援事業助成� 《672万円》
◎高等学校修学援助事業� 《1,000万円》
◎予防接種事業� 《2,780万円》
◎学校給食費無償化事業� 《2,571万円》
◎妊婦健診事業委託・助成� 《466万円》
◎移転新築事業（認定こども園・こども発達相談センター）
� 《23億4，310万円》
◎町づくり協働推進事業・パートナーシップ推進事業
� 《1，191万円》
◎若者世代交流事業助成事業� 《50万円》
◎奨学金返還支援助成【拡充】� 《200万円》
◎庁舎・コミセンエアコン設置工事� 《1,728万円》
◎士幌消防団創設100周年記念事業� 《286万円》
◎ゼロカーボンの推進に係る補助事業� 《4,968万円》
◎しほろ農業塾� 《43万円》
◎簡易水道整備事業� 《8,079万円》
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令和7年度士幌町総合防災訓練について（紹介）
　９月27日（土）、十勝地方において大規模地震が発生し、ライフライン（水道、電気、ガス等）
が停止したことを想定し、町民の皆さんが避難を行う上での基礎的な行動に焦点をあてた防災
訓練を実施しました。
　当日は子供から高齢者まで幅広い世代の方に参加していただき、町の指定避難所である総合
研修センターにおいて、救急救命要領、消火要領及び避難所の開設要領を体験していただいた後、
町の他、防災関係機関、関係事業所などのご協力をいただき展示しました災害対応資器材や車
両等を見学していただきました。

【開　会】

【訓　練】

参加者約160名（内訳：町民の皆さん　約80名、防災関係職員　約80名） 役場２階　総務課総務防災係　電話５－５２１１

【髙木町長挨拶】

訓練用の実物大の人形と AED を使用して、実
際に心肺蘇生するための感覚を養う訓練

【心肺蘇生法及びAEDの取扱い】

訓練用消火器を使用し、消火作業の手順及び水
の出し方等を体感し、実際に炎を消火する訓練

【消火要領】

家庭にある物干し竿や毛布を活用し、簡易的に
担架を作成する方法を学ぶ訓練

【担架の作成・運搬】

町の備蓄品であるパーティションテントや簡易
ベッドの組み立て及び設置をする訓練

【避難所の開設】

【参加された町民の皆さん】

【災害対応資器材・車両の展示】

あらかじめ必要なもの・大切なものを預けてお
ける「防災ゆうストレージ」

【士幌郵便局】

地震計の現物や、液状化現象の原理を模型によ
り紹介

【帯広測候所】

発災時に重要エリアでの通信確保をするため使
用する可搬型移動無線基地局

【NTTドコモCS】

風水害・雪害等において、停電になった場合に、
復旧作業を行う高所作業車等

【北電ネットワーク】

災害時に支援を必要とされる方のための介護
用品

【マルベリー（介護用品）】

発災時に家族等の安否確認ができる「171（災害
用伝言ダイヤル）」の使用方法

【NTT東日本】

通信が途絶した場合に避難所などで使用する無
料充電サービスや無料 Wi-Fi

発災時において、救出・救助活動の際に使用す
る人員装甲車（悪路を走行可能）

【陸上自衛隊】

　この他、町の防災備蓄品や発災時に道路を交通可能にするための各種作業車、消防関係車両
などの展示もあり、参加された町民の皆さんからは、「訓練に参加し色々と実体験をすることが
でき、防災意識が高まった。」などのコメントをいただいております。
　詳しくは、町のホームぺージをご覧ください。
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令和６年度町税などの収納状況
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施
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■令和６年度の町税等収納状況� （単位 : 千円）

税　　　　　　　　　　目 予算額 調定額
（収入すべき額） 収入済額 未納額

（調定額－収入額）
収納率（５月末）

６年度 ５年度

令
和
６
年
度
分

町民税
個　　人 400,000 452,452 449,951 2,501 99.4% 99.1%
法　　人 30,000 80,673 80,613 60 99.9% 99.6%

計 430,000 533,125 530,564 2,561 99.5% 99.2%
固 定 資 産 税 546,340 566,043 562,802 3,241 99.4% 99.3%
軽 自 動 車 税 19,705 24,532 24,270 262 98.9% 98.6%
た ば こ 税 47,000 66,731 66,731 0 100.0% 100.0%
入 湯 税 2,000 2,391 2,391 0 100.0% 100.0%
国 民 健 康 保 険 税 333,499 317,109 310,844 6,265 98.0% 97.5%

税　　　　　　　　　　計 1,378,544 1,509,931 1,497,602 12,329 99.2% 98.9%
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 91,950 84,659 84,640 19 100.0% 99.5%
介 護 保 険 料 141,882 139,945 139,873 72 99.9% 99.9%
合　　　　　　　　　　計 1,612,376 1,734,535 1,722,115 12,420 99.3% 99.0%

滞
納
繰
越
分

町民税
個　　人 2,900 6,410 3,936 2,474 61.4% 53.9%
法　　人 1 304 216 88 71.1% 100.0%

計 2,901 6,714 4,152 2,562 61.8% 54.1%
固 定 資 産 税 500 7,070 2,557 4,513 36.2% 27.0%
軽 自 動 車 税 1 659 332 327 50.4% 33.1%
国 民 健 康 保 険 税 1,040 12,127 6,337 5,790 52.3% 46.1%

税　　　　　　　　　計 4,442 26,570 13,378 13,192 50.4% 43.1%
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 10 386 269 117 69.7% 100.0%
介 護 保 険 料 1 270 264 6 97.8% 56.7%
合　　　　　　　　　　計 4,453 27,226 13,911 13,315 51.1% 43.9%
総　　　　　　　　　　計 1,616,829 1,761,761 1,736,026 25,735 98.5% 98.3%
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２
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介
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国民年金からのお知らせ
国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、社会保険料控除としてその年の課税所得から控
除されますが、控除の対象となるのは、令和７年中（令和７年１月１日から令和７年12月31日）
に納められた保険料の全額です（令和７年中に納められたものであれば、過去の年度分保険料
や追納された保険料も控除の対象となります）。

　本年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調整や
確定申告の際に、保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要です。
　このため、日本年金機構から、下記のスケジュールで「社会保険料（国民年金保険料）控除証
明書」が対象者宛てに送付されますので、お手元に届きましたら、大事に保管し、年末調整や
確定申告の際に使用してください。

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は e-Tax で利用できる電子版の交付も行ってい
ます。マイナポータルから「ねんきんネット」にログインし、電子送付希望の登録をすると、マ
イナポータルの「お知らせ」で電子版を受け取ることができます。（登録をすると郵送がされなく
なります。）

　なお、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合は、ご自
身の国民年金保険料に加え、その保険料についても控除が受けられます。

お問い合わせ先　　町民課住民年金係　　　　　　５－５２３１（直通）
　　　　　　　　　ねんきん加入者ナビダイヤル　０５７０－００３－００４
　　　　　　　　　日本年金機構 HP　https://www.nenkin.go.jp

対　象　者 送　付　時　期

① 令和７年１月１日から令和７年９月30日までの間に
国民年金保険料を納付された方

郵送 令和７年10月下旬から
11月上旬にかけて順次

電子送付 令和７年10月中旬から
10月下旬にかけて順次

②
令和７年10月１日から令和７年12月31日までの間
に国民年金保険料を納付された方
（①の対象者は除きます。）

郵送 令和８年２月上旬

電子送付 令和８年１月下旬
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江
戸
型
彫
り
体
験
教
室

�

～
和
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
～

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
北
海
道

�

２
０
２
５

�

～
in
士
幌
町
～

　
９
月
17
日
、
総
合
研
修
セ

ン
タ
ー
に
て
型
彫
り
職
人
の

髙
井
章
夫
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
江
戸
型
彫
り
体
験
教
室

が
開
か
れ
、
町
民
７
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
江
戸
型
彫
り
と
は
、
江
戸

時
代
に
発
展
し
た
美
し
く
微

細
な
紋
様
な
ど
を
着
物
に
付

け
、
染
め
る
た
め
の
型
紙
を

彫
る
技
術
の
こ
と
で
、
現
在

は
継
承
す
る
職
人
が
少
な
く

非
常
に
貴
重
な
技
術
で
す
。

　
今
回
の
教
室
は
、
江
戸
型

彫
り
に
使
用
し
て
い
る
和
紙

が
本
町
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
美
濃
市
の
名
産「
美
濃
和
紙
」で
あ
る

と
い
う
ご
縁
も
あ
り
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、
ま
ず
髙
井
さ
ん
か
ら
江
戸
型
彫
り
や
道
具
、
彫
り

方
な
ど
の
説
明
が
さ
れ
、
型
紙
を
彫
る
体
験
を
し
ま
し
た
。
次
に
、

そ
れ
ぞ
れ
気
に
入
っ
た
江
戸
型
彫
り
の
型
紙
を
選
び
、
ト
ー
ト
バ

ッ
ク
に
染
め
る
体
験
を
し
ま
し
た
。
次
々
に
出
来
上
が
る
模
様
に
、

参
加
者
は「
綺
麗
」「
可
愛
い
」と
声
を
上
げ
、
感
動
し
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　
髙
井
さ
ん
か
ら
は「
型
彫
り
は
１
２
０
０
年
続
い
て
い
る
技
で
、

現
在
継
承
し
て
い
る
職
人
は
10
人
く
ら
い
し
か
お
ら
ず
、
高
齢
化

も
進
ん
で
い
る
。
も
っ
と
日
本
の
職
人
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た

い
、
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
い
う
話
が
あ
り
、
参
加
者
は
職

人
の
素
晴
ら
し
い
貴
重
な
技
術
に
触
れ
、
伝
統
文
化
の
素
晴
ら
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
９
月
20
日
、
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
し
ほ
ろ
に
賛
同

し
た
髙
木
町
長
含
む
有
志
38
名
が
、
士
幌

交
通
公
園（
旧
士
幌
駅
・
北
十
勝
エ
リ
ア

の
ス
タ
ー
ト
地
点
）か
ら
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
ま
で
を
認
知
症
啓
発
カ
ラ
ー
で
あ

る
オ
レ
ン
ジ
色
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
駆
け

抜
け
ま
し
た
。

　
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴（
ラ
ン
と
も
）は
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
、
そ
の
普
及
啓
発
を
目
的
と

し
て
、
認
知
症
の

人
も
そ
う
で
な
い

人
も
み
ん
な
で
タ

ス
キ
を
つ
な
い
で

ゴ
ー
ル
を
目
指
す
、

日
本
全
国
で
行
わ

れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

　
参
加
し
た
鈴
木

水
音
子
さ
ん（
11

歳
）は
、「
毎
年
、

走
っ
て
い
ま
す
。

９
月
頃
オ
レ
ン
ジ

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

て
走
っ
て
い
る
人

達
を
見
た
ら
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。」

と
話
し
ま
し
た
。

　
９
月
21
日
、
道
の
駅
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
に
て
、
第
7
回

し
ほ
ろ
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
多
く
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
屋
外
で
は
、
じ
ゃ
が
い
も
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
と
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
カ
レ
ー
料
理
が
並
ぶ
屋
台
、
じ
ゃ

が
い
も
に
ち
な
ん
だ
ゲ
ー
ム
で
勝
敗
を
競
う「
じ
ゃ
が

バ
ト
ル
」な
ど
が
行
わ
れ
、
美
味
し
い
じ
ゃ
が
い
も
料

理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
来
場
者
参
加
型
の
企
画
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
屋
内
で
も
、
恒
例
の
一
番
面
白
い
形
の
じ
ゃ
が
い
も

を
来
場
者
が
選
ぶ「
ヘ
ン
テ
コ
じ
ゃ
が
い
も
選
手
権
」や

伊
藤
健
蔵
さ
ん
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
じ
ゃ
が
い

も
を
描
こ
う
！
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト（
植
物
画
）」な
ど

じ
ゃ
が
い
も
ま
み
れ
な
企
画
が
目
白
押
し
で
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第
７
回

�

し
ほ
ろ
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り

茶 

の 

間 

●　
●　
●　
●　
●　

茶 

の 

間 

●ま
●ち
●の
●動
●き
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敬
老
会

　
９
月
19
日
、
下

居
辺
地
区
集
落
セ

ン
タ
ー
に
て
、
敬

老
の
集
い
が
開
催

さ
れ
、
主
催
者
で

あ
る
橋
原
清
会
長

は
、「
下
居
辺
長
寿

会
で
は
、
77
歳
・

88
歳
の
時
に
お
祝

い
し
て
い
ま
す
。

喜
寿
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」と

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
し
、
喜
寿
の
お
祝
い
が
伊

賀
文
子
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
町（
地
域
戦
略
課
）で
今
年
度
か
ら

検
討
を
開
始
し
た
町
内
の
地
域
交
通
の
再
編（
デ

マ
ン
ド
交
通
）に
つ
い
て
受
託
会
社
で
あ
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
さ
ん
と
、
参
加
さ

れ
た
方
々
と
の
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。「
ど
う

い
っ
た
時
に
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
使
っ
て
み
た

い
か
」と
い
う
質
問
に「
車
を
運
転
し
た
く
な
い

時
が
あ
り
、
そ
の
時
に
使
っ
て
み
た
い
」な
ど
、

皆
さ
ん
が
現
状
思
っ
て
い
る
課
題
な
ど
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
町
保
健
福
祉
課
の
鈴
木
係
長
に
よ

る
脳
活
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
認
知
症
予
防
に
つ
い

て
で
は
、「
認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
食

生
活
・
運
動
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
が
大
切
だ
」と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
会
員
全
員
に
敬
老
の
お
祝
い
品
と

お
弁
当
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
18
日
、
し
ほ
ろ
温
泉
プ
ラ
ザ
緑
風
に
て
、

敬
老
会
が
開
か
れ
77
歳（
喜
寿
）お
よ
び
88
歳（
米

寿
）の
対
象
者
131
名
の
内
42
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
で
あ
る
髙
木
町
長
の
挨
拶
の
後
、
士

幌
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
佐
藤
弘
夫
会
長
が「
高

齢
者
も
障
が
い
の
あ
る
人
達
も
、
一
人
一
人
が

地
域
で
自
立
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う『
共
生
型
常

設
型
居
場
所
』み
ん
な
の
も
り
の
く
ま
さ
ん
な

ど
を
開
設
運
営
し
て
お
り
、
住
民
の
み
な
さ
ま

と
共
に
、
町
づ
く
り
を
支
え
て
参
り
た
い
と
存

じ
て
お
り
ま
す
。
本
日
参
加
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
後
共
、
益
々
ご
壮
健
で
ご
長
寿

で
あ
ら
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
」

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
町
議
会
の

河
口
和
吉
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

祝
宴
は
、
士
幌
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会 

河
江
依
子
副
会
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
、
士
幌
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

伊
藤
博
会
長
の
万
歳
三

唱
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　
祝
宴
で
は
、
音
楽
健
康
指
導
士
の
中
村
仁
美

さ
ん
に
よ
る
講
話
が
行
わ
れ
、「
歌
う
時
に
は
、

歌
詞
が
右
脳
を
使
い
、
メ

ロ
デ
ィ
ー
は
左
脳
を
使
い
、

結
果
と
し
て
両
方
使
う
の

で
健
康
に
い
い
こ
と
で

す
！
」と
話
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
仁
美
さ
ん
の
生

歌「
高
校
３
年
生
」な
ど
が

あ
り
、
本
会
一
番
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

北
海
道
高
等
学
校

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

�

十
勝
支
部
研
修
会

�

～
士
幌
高
校
～

下
居
辺
地
区
長
寿
会

　
９
月
27
日
、
し
ほ
ろ
キ
ッ
チ
ン
に
て
、

令
和
７
年
度
北
海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
十
勝
支
部
研
修
会
が
行
わ
れ
、
管

内
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
42
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
町
地
域
戦
略
課
ふ
る
さ
と

未
来
係
の
増
田
係
長
よ
り
ふ
る
さ
と
納

税
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
ど
ら
焼

き
の
製
造
体
験
と
生
徒
発
表
に
分
か
れ

そ
れ
ぞ
れ
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒

発
表
で
は
、
な
ぜ
ど
ら
焼
き
が
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
に
な
っ
た
の
か
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
、「
地
域
を
代
表
す
る

特
産
品
へ
、

あ
ん
と
私

た
ち
の
思

い
を
ど
ら

焼
き
に
挟

ん
で
活
動

を
継
続
し

て
い
き
た

い
」と
締

め
く
く
り

ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
敬
老
会

内
閣
総
理
大
臣
か
ら

　
　
お
祝
い
状
と
記
念
品
贈
呈
！

�

～
中
島
フ
ミ
子
さ
ん
＆
鈴
木
晃
一
さ
ん
～

　
９
月
25
日
、
26
日
、
29
日
の
三
日
間
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
て
家
族
会
主
催
に
よ
る
敬
老
会
が
開
か
れ
、
入
居
者
様
の
健
康

と
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
25
日
は
、
す
み
れ
棟
の
入
居
者
様
の
お
祝
い
を
し
、
髙
木
町
長

は「
今
後
と
も
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
ほ
え
み
に
て
、
お
元
気

で
一
層
長
寿
を
保
た
れ
る
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
る
」と
祝
辞
を
述
べ
、

一
人
ひ
と
り
に
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
100
歳
を
迎
え
て
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
い
状
と
銀
杯
を
受
け

取
っ
た
高
橋
道
夫
さ
ん
に
元
気
の
秘
訣
を
聞
く
と「
塗
り
絵
を
毎

日
の
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
一
日
も
欠
か
さ
ず
や
っ
て
い
ま
す
」

と
し
っ
か
り
と
し
た
口
調
で
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
記
念
品

等
の
贈
呈
の
後
に
は
士
幌
町
中
央
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
動
画

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、
特
養
職
員
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
の

余
興
を
入
居
者
様
や
ご
家
族
の
方
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
９
月
25
日
、
令
和
７
年
11
月
19
日
に
100
歳
を
迎
え
ら
れ
る
中
島
フ
ミ
子

さ
ん（
大
正
14
年
11
月
19
日
生
ま
れ
）に
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
お
祝
い
状
と

銀
杯
が
贈
ら
れ
、
ご
自
宅
を
訪
問
し
た
髙
木
町
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
島
さ
ん（
写
真
上
）は
音
更
町
生
ま
れ
で
、
兄
弟
姉
妹
は
本
人
を
含
め

て
６
人
お
り
、
普
段
は
テ
レ
ビ
で
相
撲
や
野
球
な
ど
を
み
て
過
ご
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
中
島
さ
ん
は「
あ
ま
り
大
き
な
病
気
を
し
な
く
て
本
当
に

親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
９
月
29
日
、
令
和
８
年
１
月
31
日
に
100
歳
を
迎
え
ら
れ
る
鈴
木
晃

一
さ
ん（
大
正
15
年
１
月
31
日
生
ま
れ
）に
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
お
祝
い
状

と
銀
杯
が
贈
ら
れ
、
髙
木
町
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん（
写
真
下
）は
小
樽
市
生
ま
れ
。
国
鉄
に
勤
務
す
る
か
た
わ
ら
、

夜
間
高
校
に
通
い
、
そ
の
後
は
岩
見
沢
教
育
大
学
へ
の
進
学
を
経
て
教
諭

に
な
ら
れ
、
十
勝
管
内
の
学
校
を
転
勤
し
最
後
は
音
更
町
の
緑
南
小
学
校

校
長
と
し
て
教
員
人
生
を
終
え
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は「
100
歳
に
な
る
な

ん
て
考
え
て
も

い
な
か
っ
た
。

本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

す
」と
嬉
し
そ

う
に
話
し
て
い

ま
し
た
。

おめでとうございます！　各所で敬老会等が開催！
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髙
木
町
長
と
話
そ
う
!!
し
ほ
ろ
み
ら
い
ト
ー
ク

�

～
士
幌
町
中
央
中
学
校
＆
士
幌
高
校
～

第
58
回
中
央
中
文
化
祭

�

～「
笑
顔
輝
け
！
青
春Festival

」～

児
童
生
徒
家
畜
交
流
事
業
！

�

～
士
幌
高
校
～

　

９
月
29
日
、

士
幌
高
校
に

て
士
幌
町
内

児
童
生
徒
家

畜
交
流
事
業

が
行
わ
れ
、

ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
科
３
年

11
名
と
町
内

児
童
生
徒
32

名
が
交
流
し

ま
し
た
。

　
厩
舎
で
は
、
馬
の
特
徴
や
乗
馬
の
注

意
点
な
ど
を
高
校
生
か
ら
説
明
を
受
け
、

乗
馬
体
験
や
餌
や
り
、
薪
割
り
な
ど
を

し
て
交
流
し
ま
し
た
。
牛
舎
で
は
、
牛

に
つ
い
て
説
明
を
聞
い
た
後
、
牛
と
ふ

れ
合
っ
た
り
餌
を
あ
げ
た
り
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
牛
や
馬
と
ふ
れ
合
い

な
が
ら「
か
わ
い
い
」「（
触
っ
て
）気
持

ち
い
い
」「
馬
に
乗
る
の
は
怖
く
な
か
っ

た
！
楽
し
か
っ
た
！
」な
ど
楽
し
そ
う

に
話
し
、
ま
た
高
校
生
と
も
談
笑
し
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
、
士
幌
出
身
の
士
幌
高
校
生
中

西
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
に「
こ
の
楽
し

か
っ
た
思
い
出
を
忘
れ
ず
に
、
士
幌
高

校
に
ぜ
ひ
入
学
し
て
欲
し
い
」と
話
し

ま
し
た
。

　

９
月
19
日
、

士
幌
町
中
央

中
学
校
に
て
、

髙
木
町
長
と

士
幌
町
の
未

来
に
つ
い
て

語
り
合
う「
し

ほ
ろ
み
ら
い

ト
ー
ク
」が

行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
、
生
徒
が
参
加
し
、「
大
人

に
な
っ
て
士
幌
町
に
住
ん
で
働
く
に
は

何
が
足
り
な
い
の
か
」を
テ
ー
マ
に
発

表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

意
見
で
は「
自
然
を
い
か
し
た
遊
び

場
が
あ
る
と
い
い
」な
ど
様
々
な
意
見

が
発
表
さ
れ
、
町
長
は
中
学
生
の
素
直

で
率
直
な
意
見
に
対
し
て
真
摯
に
回
答

し
、
中
学
生
も
士
幌
の
町
政
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、「
歩
道
の
草
が

あ
る
の
で
、
草
刈
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
し

た
ら
ど
う
か
」「
町
長
か
ら
見
て
士
幌
に

は
何
が
足
り
な
い
の
と
思
い
ま
す
か
」

な
ど
活
発
な
意
見
、
鋭
い
質
問
が
挙
が

り
、
と
て
も
充
実
し
た
意
見
交
換
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
26
日
に
は
庁
議
室
に
て
、

し
ほ
ろ
み
ら
い
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
士

　
10
月
３
日
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に

て
、
士
幌
町
中
央
中
学
校
第
58
回
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
笑
顔
輝
け
！
青

春Festival

」。
開
会
式
で
前
期
生
徒

会
長
の
成
瀬
陽
さ
ん（
３
年
）は
、「
今
日

ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
練
習
の
成
果
を

存
分
に
発
揮
し
ま
し
ょ
う
。」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
合
唱
発
表
で
は
１
年
生
か
ら
３
年
生

ま
で
各
学
年
と
３
年
生
各
学
級
が
そ
れ

ぞ
れ
１
曲
ず
つ
歌
い
上
げ
、
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。
続
い
て
生
徒
会

企
画
と
し
て
５
組
が
出
演
し
、
バ
ン
ド

や
コ
ン
ト
、
ダ
ン
ス
な
ど
個
性
豊
か
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

消
防
夜
間
訓
練

　
10
月
１
日
、
士
幌
町
中
央
中
学
校
に

て
士
幌
消
防
団
夜
間
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
消
防
団
員
の
教
養
・

技
術
向
上
と
士
気
の
高
揚
に
努
め
消
防

活
動
の
充
実
と
強
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
訓
練
は
、
中
央
中
学
校
ボ
イ
ラ
ー
室

よ
り
出
火
し
、
校
舎
及
び
体
育
館
に
延

焼
中
の
想
定
で
、
消
火
訓
練
や
負
傷
者

の
搬
出
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

髙
木
町
長
は「
日
頃
の
訓
練
の
成
果

が
発
揮
さ
れ
て
い
た
。
今
後
も
訓
練
に

励
ま
れ
、
地
域
防
災
力
の
先
頭
に
立
っ

て
活
躍
し
て
ほ
し
い
」と
講
評
し
ま
し
た
。

幌
高
校
農
業
ク
ラ
ブ
執
行
部
８
名
引
率

１
名
の
計
９
名
が
参
加
し「
士
幌
町
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
に
士
幌
高
校
生
に

で
き
る
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
高
校
で
取

り
組
ん
で
き
た
活
動
の
成
果
を
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は「
町
長
か
ら
み

て
士
幌
町
の
課
題
点
は
？
」「
士
幌
高
校

に
も
っ
と
士
幌
町
出
身
の
人
が
来
て
ほ

し
い
が
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」「
士
幌
町

を
内
側
か
ら
見
た
と
き
の
魅
力
は
な
ん

で
す
か
？
」な
ど
高
校
生
な
ら
で
は
の

視
点
で
た
く
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ロ
ビ
ー
で
は
美
術
部
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
士
幌
町
内
の「
ラ

グ
ラ
ス
の
会
」（
代
表
横
山
栄
子
氏
）と

美
術
部
員
が
共
同
制
作
し
た
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
も
展
示
さ
れ

来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

�

～
上
居
辺
小
学
校
～

　

10
月
２
日
、

Ｊ
Ａ
士
幌
町

上
居
辺
事
業

所
駐
車
場
に

て
、
上
居
辺

小
学
校
の
全

児
童
18
名
が

交
通
安
全
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し

た
。

　
開
会
式
で
は
児
童
会
長
の
田
中
朝
陽

さ
ん（
６
年
）が
交
通
安
全
の
誓
い
を
読

み
上
げ
、
そ
の
後
、
児
童
ら
は
道
路
沿

い
で
は「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
」な
ど
と

書
か
れ
た
黄
色
い
旗
を
持
っ
て
並
び
、

駐
車
場
で
は
運
転
手
一
人
ひ
と
り
に「
こ

れ
か
ら
も
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
伝
え
、
同
校
で
育
て
た
じ
ゃ
が
い
も

と
交
通
安
全
を
願
っ
て
児
童
が
書
い
た

手
紙
を
手
渡
し
ま
し
た
。
長
野
県
か
ら

旅
行
中
の
運
転
手
は「
あ
り
が
と
う
。

交
通
安
全
に
気
を
つ
け
て
長
野
県
に
持

っ
て
帰
り
ま
す
。」と
笑
顔
で
受
け
取
っ

て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
河
村
優
音
さ
ん（
４
年
）は

「
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
さ

ん
が
笑
顔
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
。」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
と

�

国
際
交
流
！

　
キ
ル
ギ
ス
共
和
国（
中
央
ア
ジ
ア
）の

国
立
農
業
大
学
附
属
農
業
技
術
カ
レ
ッ

ジ
の
教
員
２
名
生
徒
２
名
が
10
月
２
日
、

３
日
に
来
町
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
は
町

内
施
設
、
酪
農
家
の
視
察
を
行
い
、
士

幌
高
校
で
日
本
の
文
化
を
体
験
す
る
着

物
の
着
付
け
や
生
け
花
、
お
茶
の
体
験

を
し
ま
し
た
。

　
10
月
３
日
は
、
町
を
表
敬
訪
問
さ
れ
、

髙
木
町
長
は「
本
町
は
農
業
の
町
で
あ
り
、

シ
ー
ベ
リ
ー
に
つ
い
て
は
２
０
０
３
年

か
ら
栽
培
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品

開
発
を
行
っ
て
い
る
。
今
日
か
ら
の
研

修
が
農
業
技
術
カ
レ
ッ
ジ
と
士
幌
高
校

の
相
互
に
実
り
あ
る
研
修
に
な
る
こ
と

と
、
さ
ら
な

る
交
流
の
絆

が
深
ま
り
、

商
品
開
発
や

人
材
育
成
に

な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い

る
」と
歓
迎

の
言
葉
を
述

べ
ら
れ
ま
し

た
。
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幼
児
男
子
60
ｍ

　
１
位　
藤
田　
観
助（
こ
ど
も
園
）

　
２
位　
河
村　
和
弦（
こ
ど
も
園
）

　
３
位　
瀬
戸　
柊
弥（
こ
ど
も
園
）

幼
児
女
子
60
ｍ

　
１
位　
加
納　
和
桜（
こ
ど
も
園
）

　
２
位　
瀬
戸　
愛
莉
菜（
こ
ど
も
園
）

　
３
位　
波
多
野
セ
リ
カ（
上
居
辺
保
）

１
年
男
子
60
ｍ

　
１
位　
波
多
野　
玄
人（
上
居
辺
小
）

　
２
位　
野
口　
秀
榎（
士
幌
小
）

　
３
位　
林
下　
桜
史
郎（
士
幌
小
）

１
年
女
子
60
ｍ

　
１
位　
河
野　
結
都（
士
幌
小
）

　
２
位　
原
尾　
実
歩（
士
幌
小
）

２
年
男
子
60
ｍ

新
１
位　
藤
田　
時
正（
士
幌
小
）

　
２
位　
野
口　
桂
吾（
士
幌
小
）

　
３
位　
鎌
上　
朔
玖（
士
幌
小
）

３
年
男
子
100
ｍ

　
１
位　
大
野　
瞬（
上
居
辺
小
）

　
２
位　
松
山　
純
生（
士
幌
小
）

　
３
位　
数
藤　
郁
登（
士
幌
小
）

３
年
女
子
100
ｍ

　
１
位　
酒
井　
優
笑
琉（
士
幌
小
）

　
２
位　
佐
藤　
果
穂（
士
幌
小
）

４
年
男
子
100
ｍ

　
１
位　
大
野　
楓（
中
士
幌
小
）

４
年
女
子
100
ｍ

　
１
位　
酒
井　
希
咲
琉（
士
幌
小
）

５
年
男
子
100
ｍ

新
１
位　
大
野　
蓮
之
佑（
上
居
辺
小
）

　
２
位　
飯
島　
健
心（
士
幌
小
）

　
３
位　
上
野　
光
輝（
士
幌
小
）

町民スポーツの集い
駅伝大会

タイムトライアル

６
年
女
子
100
ｍ

　
１
位　
佐
藤　
奈
穂（
士
幌
小
）

一
般
男
子
100
ｍ

　
１
位　
野
村　
錬（
士
幌
小
教
諭
）

　
２
位　
佐
々
木　
煌
平（
中
央
中
）

　
３
位　
大
野　
隆
晴（
中
央
中
）

○小学生低学年男子の部
順位 チーム名 選　手　名
1 士幌・上居辺　ホワイト BC 数藤　郁登 松山　純生 河野　統士 大野　瞬

2 しほろ BC　ファイヤー 野口　桂吾 鎌上　朔玖 野口　秀榎 藤田　時正

○小学生低学年女子の部
順位 チーム名 選　手　名
1 シンミアカリーナ 柴田　澪 伊藤　舞 佐藤　果穂 斉須　環奈

○小学生高学年男子の部
順位 チーム名 選　手　名
1 士幌陸上はやぶさ 松山　開晴 上野　光輝 飯島　健心 大野　蓮之佑

2 士幌小　さる100％ 酒井　夢琉 山根　虎太朗 林下　晟大 野口　泰輔

○一般男子の部
順位 チーム名 選　手　名
1

（新記録） 士幌駒場連合 野村　錬 佐々木　煌平 大野　隆晴 松山　雄世

2 のうきょうマン 数藤　敬太 久保　俊介 中村　公一 飯島　邦成

男
子
の
部

　
優　
勝　
松
本　
正
明

　
準
優
勝　
河
村　
敏
和

　
第
３
位　
三
上　
和
彦

女
子
の
部

　
優　
勝　
西
山　
友
子

　
準
優
勝　
嶋
田　
美
代
子

　
第
３
位　
田
中　
富
士
子

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

第
11
回
し
ほ
ろ
牛
肉
祭
り

　
10
月
５
日
、
士
幌
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
に
て
、
第
11
回
し
ほ
ろ
牛
肉
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
し
ほ
ろ
牛
」「
し
ほ
ろ
牛 

若
丸
」「
し
ほ
ろ
牛
Ｘ 

Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
」と
３
種
類
の
し
ほ

ろ
牛
ス
テ
ー
キ
の
出
店
に
は
、
開
始
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
て
お
り
、
士
幌
高
原

太
鼓
愛
好
会
に
よ
る
熱
い
太
鼓
演
奏
を
合
図
に
祭
り
が
始
ま
る
と
、
ス
テ
ー
キ
が
次
々

と
売
れ
、
来
場
者
は
美
味
し
い
ス
テ
ー
キ
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
キ
の
ほ
か
に
も
、
に
じ
い
ろ
食
堂
の
カ
ツ
カ
レ
ー
棒
、
し
ほ
ろ
旅
館
の
牛

す
じ
ト
マ
ト
カ
レ
ー
、
士
幌
高
校
で
作
っ
た
加
工
品
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
縁
日
な
ど

様
々
な
出
店
が
並
び
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
で
は
、
し
ほ
ろ
牛
に
関
す
る
展
示
が
あ
り
、
来
場
者
は
し
ほ
ろ
牛

に
つ
い
て
、
味
だ
け
で
は
な
く
、
育
て
方
な
ど
色
々
と
学
ん
で
い
ま
し
た
。

合
同
防
災
訓
練

�

～
道
の
駅
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
～

　
10
月
６
日
、
帯
広
開
発
建
設
部
帯
広

道
路
事
務
所
や
士
幌
町
商
工
会
、
役
場

職
員
な
ど
約
20
名
が
道
の
駅
ピ
ア
21
し

ほ
ろ
に
て
、
合
同
防
災
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
道
の
駅
防
災
用
備
蓄

資
機
材
を
保
管
し
て
い
る
道
の
駅
を
管

理
す
る
自
治
体
と
関
係
機
関
が
連
携
し
、

防
災
意
識
の
向
上
と
連
携
体
制
の
確
認

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
訓
練
は

バ
ル
ー
ン
ラ
イ
ト
や
災
害
用
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
を
実
際
に
組
み
立
て
る
な
ど
、

機
材
の
使
い
方
や
注
意
点
を
確
認
し
ま

し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
運
動
教
室

　
10
月
７
日
、
健
康
運
動
指
導
士
の
小

林
永
枝
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
運
動
教

室
が
開
催
さ
れ
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
入
念
な
準
備
体
操
の
あ
と
、
小
林
さ

ん
か
ら
正
し
い
立
ち
方
、
歩
き
方
等
を

指
導
し
て
も
ら
い
、
保
健
セ
ン
タ
ー
か

ら
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
は「
一
人
だ
と
な
か

な
か
歩
か
な
い
か
ら
今
回
参
加
し
て
、

み
ん
な
と
一
緒
に
歩
く
こ
と
が
で
き
て

嬉
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
３
日
、
総
合
運
動
公
園
に
て
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
が
開
催
さ

れ
、
参
加
者
は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
れ
い
わ
パ
ー
ク
に
て
開
催
さ
れ
、
48
名
が
参
加
。
駅

伝
大
会
に
は
７
チ
ー
ム
28
名
、
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
に
は
39
名
が
参
加
し
、

あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
そ
れ
ぞ
れ
練
習
し
た
成
果
を
発
揮
し
、
タ
イ

ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
各
競
技
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
。
上
位
３
位
ま
で
）。
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健康ニュース健康ニュース
特定健診巡回型 ・がん検診巡回型のごあんない
★満員になっている時間がありますので、「予約できる時間」を参考にしてください。

特定健診巡回型・がん検診巡回型
▼日時・申込み先

検査機関 健診会場 時期 予約できる時間 申込先

巡回型健診
（※6：30〜
 10：30受付）

帯広厚生病院 町民保健
センター

12月３日（水） 9：30〜10：30

保健福祉課
電話５－２１０８
FAX５－２１２７

12月４日（木） 6：30〜8：30
10：00〜10：30

12月５日（金） 6：30〜10：30

札幌複十字
総合健診センター
（結核予防会）

町民保健
センター

12月９日（火） 　  6：30〜10：30
＊13：00〜13：30

12月10日（水） 6：30〜10：30

12月11日（木） 6：30〜10：30

� 「＊」は大腸がん検診、骨粗鬆症検診、子宮頸部がん検診、子宮エコー検査、乳がん検診のみ

▼健診内容・料金など
対象者 料金 内容

特定健診 30～74歳
（国保のみ） 1,000円 身体測定、血液検査、尿検査、心電図、眼底検査、貧血検査、

医師診察、栄養・保健指導
胃がん検診 30～74歳 1,400円 胃バリウム検査（検診バスによる検診）

血中ピロリ菌検査 30～74歳 800円 血液検査。胃がん検診を受けられた方が対象。

肺がん検診 30歳以上 500円 胸部Ｘ線撮影（検診バスによる検診）

大腸がん検診 30～74歳 500円 便検査（２日法）

前立腺がん検診 30～74歳
男性 800円 PSA精密測定（血液検査）

骨粗鬆症検診 30～74歳
女性 800円 骨密度測定（検診バスでの検診）

※札幌複十字総合健診センター（結核予防会）のみ
肝炎検診 40～74歳 1,000円 血液検査。過去に肝炎検診を受けたことのない方が対象。

エキノコックス検診 高校生以上 300円 血液検査。

子宮頸部がん検診 20～74歳
女性 1,600円

細胞診による子宮頸部がん検診。今年度偶数年齢を迎える方が
対象。また、昨年度この検診を受けていない方も対象。
※12月９日のみ

子宮エコー検査 20～74歳
女性 800円 子宮頸部がん検診を受けられた方が対象。

乳がん検診 36～74歳
女性

49歳まで2,000円
50歳以上1,700円

マンモグラフィ検査。今年度偶数年齢を迎える上記年齢の方が
対象。また、昨年度この検診を受けていない方も対象。
※12月９日のみ

◎後期高齢者健診（75歳以上）も特定健診と同じ内容で受けることができます。（料金500円）
◎国保以外の方も特定健診以外のがん検診などは受けることができますのでお申し込みください。
◎申込み多数の場合は日時を変更していただくことがあります。いずれも２週間前までにお申込みください。

士幌町役場保健福祉課　健康推進係　（電話５－２１０８）

美
濃
美
濃
の
ま
ち
か
ら

の
ま
ち
か
ら

　
８
月
30
日
、
美
濃
市
常
盤
町
の
健
康
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
主
催
の
男
性
料
理
教
室

が
開
か
れ
、
50
代
か
ら
70
代
の
男
性
11
名
が
料
理
の
作
り
方

を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
料
理
教
室
は
、
男
性
の
自
立
や
家
事
、
育
児
へ
の
参

加
の
促
進
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
参
加
者
た
ち
は
、
唐
揚
げ
丼
や
夏
野
菜
の
豚
汁
、

無
限
ピ
ー
マ
ン
作
り
に
挑
戦
。
同
会
の
メ
ン
バ
ー
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
慣
れ
な
い
包
丁
に
悪
戦
苦
闘
し
つ
つ

も
、
お
よ
そ
１
時
間
で
３
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
料
理
が
出
来
上
が
る
と
参
加
者
た
ち
は
、
作
っ
た
料
理
の

出
来
栄
え
を
グ
ル
ー
プ
内
で
見
せ
合
っ
た
り
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

男性料理教室が開催されました

▲
調理の様子

▼

5,626人（－88） 男2,777人（－53） 女2,849人（－35） 世帯2,752（＋11）
� ※９月末現在（　）は前年比人の動き

　町では、町民皆さまの声をより多く“町づくり”に反映するため「町づくり懇談会」
を開催します。
　下記の日程で開催しますので、お気軽にご参加ください。

開催日 開催時間 地　区 場　所
11月５日（水） 19：00～21：00 中士幌 中士幌地区公民館

11月６日（木）
10：00～12：00 士幌南 士幌南地区集落センター
13：15～15：15 新田 新田集落センター

11月11日（火） 13：30～15：30 佐倉 佐倉交流センター
11月12日（水） 13：30～15：30 西上 西上地区集落センター
11月13日（木） 10：00～12：00 下居辺 下居辺地区集落センター

11月14日（金）
10：00～12：00 上居辺 上居辺農業会館
13：30～15：30 士幌北 士幌北地区集落センター
19：00～21：00 市街全域 コミセン（１階多目的ホール）

11月27日（木） 13：30～15：30 中音更 中音更地区交流促進センター
※日程は急遽変更になる場合があります。

秋季町づくり懇談会　開催のお知らせ秋季町づくり懇談会　開催のお知らせ

担当　地域戦略課広報広聴係　（TEL ５－５２１２）
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特養だより

連絡先　認定こども園なかよし　幼児教育課　電話５－２３６４　（相談専用）電話５－２５０２

連絡先　特別養護老人ホームほほえみ　電話５－２４１６

それぞれの季節を感じて！
　真夏日が落ち着いた８月下旬に、手持
ち花火や置き型の花火を準備し、花火大
会を開催しました。
　当日は少し肌寒い日でしたが、ベスト
や膝掛けで寒さ対策準備万端！
　きれいな花火を見て「久しぶりに花火
をして楽しかったわ」「子供や孫たちと花
火をしたのを思い出した」など様々な思
い出話にも心が温かくなりました。

迫真の避難訓練� 士幌町認定こども園長　渋谷　浩
　認定こども園では、毎月避難訓練を行って
います。火災と地震の音の聞き分けや、避難
行動の違いなどを繰り返し練習しています。
そして屋外避難まで行う場合は、「おはしも（おさない・はし
らない・しゃべらない・もどらない）」が合言葉です。
　９月22日（月）には、年に一度の消防士さんに来園いただ
いて行う避難訓練を実施しました。火災発生想定で通常の避
難行動を行ったあと、サイレンを鳴らして消防自動車と救急
車がこども園に到着。みんなが見守る中、屋上に逃げ遅れた
人を救助する訓練の様子を見学させてもらいました。
　子どもたちはきびきびと行動する消防士さんたちの姿に、
うっとりと見入っていました。最後に緊急車両と消防士さん
に入ってもらって、クラスごとに写真撮影。「ありがとうござ
いました！」と言ってお別れしました。
　子どもの心に、しっかりと刻まれた避難訓練となったこと
でしょう。士幌消防署のみなさん、ありがとうございました。

【消防自動車と救急車が到着】

【放水と屋上からの救出訓練】

お申込みは受診希望の２週間前まで� 士幌町国保病院　☎５－２１０６
健（検）診内容 対　象 健（検）診料金

日帰り人間ドック

全身の総合的な健康診断です
内容詳細は下記をご覧ください

30歳以上の
町民

30歳～74歳　国保 10,000円
30歳～74歳　社保 18,540円

75歳以上　後期高齢者医療保険 10,000円
●全身の総合的な健康診断です
●検査項目
身体測定・視力検査・血圧・胸部レントゲン
腹部超音波（腹部エコー）・胃バリウム検査
尿検査・血液検査・便潜血検査（大腸がん検査）
心電図・聴力検査・眼底検査

●オプションで男性は前立腺がん検診
　女性は骨粗鬆症検診が追加可能
●胃バリウム検査を胃カメラに変更可
　（追加料金1,000円）

特定健診 生活習慣病を予防することを
目的に行う健診です

血液検査・心電図・眼底検査等

30歳～74歳士幌町国保加入者 1,000円

後期高齢者健診 75歳以上の町民
※後期高齢者医療被保険者 500円

基礎健診
血液検査

胸部レントゲン
※特定健診の内容が
含まれています。

30歳以上の
町民

30歳～74歳　国保 1,710円
30歳～74歳　社保 10,520円

75歳以上 1,210円

胃がん検診 バリウムＸ線撮影検査 30歳以上の町民 1,400円
便ピロリ菌800円

肺がん・結核検診 胸部Ｘ線検査 30歳以上の町民 500円

大腸がん検診 便潜血２日法 30歳以上の町民 500円

前立腺がん検診 血液 PSA検査
（腫瘍マーカー） 30歳以上の男性 800円

骨粗しょう症検診 骨密度を測定 30歳以上の女性 800円

肝炎検診 血液検査による B型 C型の
抗原または抗体の検査 40歳～74歳 1,000円

乳がん検診
36歳～74歳までの方で、令和７年度中�
（Ｒ７年４月１日～Ｒ８年３月31日の間）
に「偶数年齢」になる方
〈料金〉

個別検診
36歳～49歳　2,200円
50歳～74歳　1,900円

巡回型検診
36歳～49歳　2,000円
50歳～74歳　1,700円

子宮がん検診
20歳～74歳までの方で、令和７年度中�
（Ｒ７年４月１日～Ｒ８年３月31日の間）
に「偶数年齢」になる方�
〈料金〉
個別検診 1,800円
巡回型検診 1,600円

実施医療機関 申込・問合せ先 乳がん 子宮がん

個
別
検
診

北斗病院 0155-47-7777 ○
帯広厚生病院 0155-65-0101 ○ ○
帯広協会病院 0155-22-6600 ○ ○
帯広第一病院 0155-25-3121 ○

上徳整形外科・乳腺外科 0155-25-1255 ○
めぐみ乳腺クリニック 0155-67-5027 ○

徳洲会病院 0155-30-1805 ○
音更宏明館病院 0155-32-3311 ○ ○
慶愛病院 0155-22-4188 ○

帯広レディースクリニック 0155-22-3773 ○
慶愛女性クリニック 050-5445-0968 ○
坂野産婦人科 0155-26-1188 ○

巡
回
型
検
診

札幌複十字総合健診センター
●12月９日（火）7：00〜11：00

保健福祉課
01564-5-2108 ○ ○

士幌町国保病院　各種健（検）診一覧士幌町国保病院　各種健（検）診一覧

乳がん ・子宮がん検診乳がん ・子宮がん検診

　また、秋も深まる10月中旬、木々が紅く染まる頃
に「道の駅ピア21しほろ」まで紅葉を見に出かけました。
紅葉狩りが目的でしたが、美味しそうなソフトクリー
ムにも心奪われスプーンが止まらず楽しくおいしい思
い出となりました。
　これから雪が降る季節となりますが、何をして楽し
むか利用者様と思案しています。
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～上手な士幌町国保病院のかかり方（前編）～
　こんにちは、士幌町国保病院の藤原です。夏はかなり暑かったですが、
あっという間に寒くなってきましたね。
　帯広市内を車で走っていると、顔見知りの患者さんが通っているクリニックをよく見かけます。「こ
んな遠くまで行っているんだ」と驚くこともしばしばです。もちろん特別な治療でしたら納得ですが、
薬だけなら士幌でも十分対応できることが多いですよ。
　そこで今回は、当院の宣伝にはなりますが（笑）、「上手な士幌町国保病院のかかり方」についてお
話しします。
　地域でできることを知っておいていただけると、実際に役立つ場面も多いはずです。
整形外科（腰痛、骨粗鬆症など）
　お薬は当院でも出せますし、骨密度を測る機械もちゃんとあります。
　また、膝・腰・肩の痛みにはお薬・注射以外にリハビリも効果的です。10月からリハビリスタッ
フを二人体制に増員し、リハビリを受けていただきやすくなりました。
皮 膚 科
　「遠いし混んでいるから行きにくい」という声もよく聞きます。
　専門外来はありませんが、当院でも基本的な塗り薬や飲み薬は処方できます。
　もし良くならなければ専門の先生につなぎます。
泌尿器科（頻尿・尿漏れなど）
　第３週火曜日午後に帯広協会病院の先生が来てくれています。
　また、普段は内科での処方もできます。
　採血で（PSAを測り）前立腺がんのチェックもできますよ（結果は１週間くらいかかります）。
眼　　科
　毎週木曜午前は北大病院から眼科医に来てもらっています。
　糖尿病がある方は年に１回くらいは網膜症のチェックをしておきましょう。
夜間診療（９月からスタート）
　第２・４木曜日（17：30〜18：30受付）に実施しています。仕事・学校帰りにどうぞ。
　今のところ検査は行わないのですが、ニーズが高ければ検討します。
　糖尿病・高血圧はもちろん、CPAP（睡眠時無呼吸症候群の治療方法）、ワクチンの相談もできます。
詳しくは病院ホームページを見てくださいね。
季節や事情に合わせた対応
　「冬になって道が凍った間だけ当院で処方してほしい」、「薬の量が多いから減らしてほしい」、「い
ろんなところに行くのが大変だから士幌で全部出してほしい」
　そんな使い方も全然ＯＫです。
　ここに書いたことは当院でできることのほんの一部です。少し宣伝っぽくなりましたが（笑）、気軽
に病院を使っていただくことがみなさんの安心につながり、結果的に町の医療を守ることにもなります。
　「それじゃ、士幌じゃできないことは何？」　「帯広・音更に行った方がいいのは？」
　そのあたりは後編でお話ししますね。

　 町公式 LINE またはお電話　☎︎５－２１０６　にて受付しております。
◀ 詳細は役場だより９月30日号または国保病院ホームページをご覧ください。
� （専門外来等の実施日も役場だよりやホームページで確認できます）

インフルエンザ・新型コロナウイルス予防接種の予約受付中です。

安
全
・
環
境
だ
よ
り

安
全
・
環
境
だ
よ
り

交
通
死
亡
事
故
が

発
生
し
ま
し
た

　
９
月
９
日
、
上
音
更
西
３
線
40
号
の

交
差
点
に
お
い
て
、
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー

と
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
が
衝
突
す
る
事

故
が
発
生
し
、
２
名
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
ま
し
た
。

　

十
勝
で
は
、『
田
園
型
』と
呼
ば
れ
る

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
目
の

錯
覚
や
車
体
の
死
角
で
交
差
道
路
の
車

両
な
ど
を
見
落
と
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

道
路
の
左
右
の
安
全
確
認
を
徹
底
、
常

に
危
険
を
予
測
し
、
相
手
の
予
期
せ
ぬ

行
動
に
配
慮
し
た
運
転
と
ス
ピ
ー
ド
ダ

ウ
ン
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
秋
は
他
の
季
節
に
比
べ
、
急
速
に
日

が
暮
れ
る
た
め
、
通
行
者
が
運
転
者
か

ら
見
え
ず
ら
く
な
り
ま
す
。
早
め
の
点

灯
、
反
射
材
の
取
り
付
け
な
ど
で
双
方

が
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
13
日
か
ら
22
日
ま
で
は「
冬
の

交
通
安
全
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

朝
晩
の
凍
結
路
面
に
注
意
し
、
ス
リ
ッ

プ
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

年
末
年
始
に
掛
け
、
お
酒
を
飲
む
機
会

が
増
え
ま
す
。
飲
酒
運
転
は『
絶
対
に

し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
』を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」に
委
託
し
て
い

ま
す
。
不
審
な
電
話
や
相
談
し
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
電
話
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

※
警
察
相
談
専
用
電
話�

＃
９
１
１
０

※
音
更
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

０
１
５
５-

３
２-

３
２
１
１

秋
の
清
掃
を

�

お
願
い
し
ま
す

　
本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
前
に
、
空
き

地
や
道
路
の
側
溝
、
公
園
な
ど
の
ご
み

拾
い
・
落
ち
葉
拾
い
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ご
み
袋
は
、
必
要
分
を
町
民
課
で
お

渡
し
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
い

た
だ
き
、
実
施
後
は
、
袋
を
置
い
た
場

所
と
数
量
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
収
集

運
搬
に
１
週
間
程
度
の
期
間
を
要
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

特
殊
詐
欺
に
遇
わ
な

い
た
め
に
！

　
特
殊
詐
欺
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

海
外
在
住
の
日
本
人
の
高
齢
女
性
を
名

乗
る
人
物
に
現
金
計
約
５
３
９
万
円
を

だ
ま
し
取
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が
十
勝
管
内

で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
犯
人
か
ら
の
最
初
の
接
触
手
段
は
、「
携

帯
電
話
に
電
話
」、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
や

り
と
り
」、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

中
に
警
告
画
面
等
が
表
示
さ
れ
た
」な

ど
が
多
い
と
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
特
殊
詐
欺
と
は
異
な
る
も
の
の
、
９

月
に
突
然
、
自
宅
を
訪
問
し
て
、
電
力

会
社
の
代
理
店
を
名
乗
り
、
電
力
の
契

約
変
更
を
迫
る
手
口
が
町
内
で
も
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
十
分
な
説
明
が
な
い

ま
ま
今
よ
り
安
く
な
る
こ
と
ば
か
り
が

強
調
さ
れ
る
、
物
腰
は
柔
ら
か
い
が
契

約
の
手
続
き
を
急
か
さ
れ
る
と
い
っ
た

報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
限
ら

ず
、
不
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
勧
誘
は
、
き

っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
自
分
は
大
丈
夫
」と
思
わ
ず
、
現
金

を
送
る
、
手
渡
す
、
振
り
込
む
前
に
家

族
や
警
察
に
相
談
し
て
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
町

で
は
悪
質
商
法
等
の
相
談
を「
音
更
町

前
年
度
と
の

ご
み
発
生
量
の
比
較

　
９
月
は
前
年
同
期
と
比
較
し
、
ご
み

の
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
生
ご
み
処
理
容
器
等
の
購

入
費
を
一
部
助
成
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
先
月
号
に
詳
細
を

載
せ
て
い
ま
す
。）

　
資
源
と
し
て
分
別
で
き
る
も
の
は
、

地
区
の
集
団
回
収
を
利
用
し
た
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
業
者
等
へ
持
ち
込
む
な
ど
、

引
き
続
き『
ご
み
の
減
量
』に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

病院病院だよりだより病院病院だよりだより

令和７年９月分 前年同期 増減

燃やせるごみ 78,090 81,250 -3.89%
燃やせないごみ 11,290 17,670 -36.11%
合計 89,380 98,920 -9.64%
町民一人当たり
のごみの量 5,626 15.9 5,714 17.1

資源ごみ 45,488 35,541 27.99%

ごみに関するお問い合わせは、役場生活環境係（町民課直通）� �
☎︎⑤５２３１までお願いします。

今月のごみ指数� 単位：kg

士幌町国民健康保険病院
院長　藤原　大輔
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二次元コード　学校 HPの教

窓育

士幌町教育委員会

いま、士幌高校ではいま、士幌高校では
◆９月17日（水）～26日（金）
　アメリカのコロラド州デンバーに海外
文化交流にアグリビジネス科２名、フー
ドシステム科５名の計７名の生徒が出発
しました。現地ではスモーキーヒル高校
での研修や交流、ホームステイでは英語
を使用したコミュニケーションに苦戦し
ながらも、充実した交流学習となりまし
た。士幌町から多大なる支援をいただい
ている事業ですので英語学習の成果を今
後、地域へと還元します。

◆北海道士幌高等学校
　75周年記念事業　講演会開催
　今年度本校は、75周年を迎えます。９月９日（火）北海
道士幌高等学校創立75周年記念事業実行委員会が行われ、
記念講演会を行うことを正式決定しました。講師には
TEAM NACS の森崎 博之さんをお招きします。「生きる
ことは食べること」を演題として熱いメッセージを本校生
徒にいただくことを期待しています！
●と　き　12/16（火）	 受付 /会場	 13：00
	 講演開始	 13：20～
●ところ　士幌町総合研修センター　ふれあいホール

定員に限りがありますが、
町民の皆様も観覧できます。

◆９月12日（金）
　オープンスクール
　授業見学や体験、部活動見学など、十
勝管内を中心とした中学生に本校の教育
内容を伝えることができました。

◆９月19日（金）高原整備

○農業高校食彩フェア（東京）� ２, ３日
○海外文化交流成果発表� ４日
○後期中間考査� 19～21日
○東北海道リーダー研修会（標茶）� 20・21日
○委員会・部局同好会反省会議� 25日

【11月の予定】※変更になる場合があります。

笑
顔
輝
く
青
春
の
一
コ
マ

�

中
央
中
学
校
文
化
祭

　
中
央
中
学
校
の
文
化
祭
が
、
10
月
３

日（
金
）総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　
58
回
目
を
迎
え
た
今
回
か
ら
、
平
日

の
午
後
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
保
護

者
席
は
例
年
通
り
ほ
ぼ
満
席
で
し
た
。

　
こ
の
日
に
向
け
生
徒
た
ち
は
、
今
年

の
テ
ー
マ「
笑
顔
輝
け
！
青
春Festival

」

の
も
と
、
生
徒
会
を
中
心
に
学
年
・
学

級
・
有
志
で
準
備
や
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　
合
唱
発
表
は
、
今
年
か
ら
内
容
を
一

部
変
更
し
、
全
校
合
唱
か
ら
幕
を
開
け

ま
し
た
。
全
校
生
徒
が
心
を
一
つ
に
し

て
歌
う
歌
声
は
、
言
葉
の
持
つ
意
味
を

大
切
に
し
た
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏

で
、
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
学
年
毎
に
発
表
を
し
ま
し

た
が
、
１
・
２
年
生
は
学
年
合
唱
の
み

と
な
り
、
３
年
生
は
こ
れ
ま
で
通
り
学

級
毎
と
、
学
年
の
合
唱
で
し
た
。
１
・

２
年
生
は
、
曲
想
を
感
じ
取
り
、
声
の

音
色
を
響
か
せ
合
う
素
敵
な
合
唱
で
し

た
。
３
年
生
は
、
音
程･

テ
ン
ポ
・
強

弱
・
パ
ー
ト
の
掛
け
合
い
が
し
っ
か
り

し
た
流
石
の
素
晴
ら
し
い
合
唱
で
し
た
。

　
合
唱
発
表
終
了
後
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
生
徒
会
企
画
が
行
わ
れ
、
バ
ン
ド
、

ダ
ン
ス
、
コ
ン
ト
、
バ
ト
ン
、
ド
ラ
ム
、

吹
奏
楽
部
の
発
表
や
演
奏
が
あ
り
、
手

拍
子
や
爆
笑
が
沸
き
起
こ
る
な
ど
、
会

場
全
体
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ロ
ビ
ー
で
は
美
術
部
展
も
開
催
さ
れ
、

文
化
の
香
り
高
き
文
化
祭
と
な
り
ま
し

た
。

貴
重
な
経
験
が
い
っ
ぱ
い
！

�

士
幌
小
学
校
修
学
旅
行

　
９
月
10
〜
11
日
の
２
日
間
の
日
程
で
、

札
幌･

小
樽
方
面
を
行
き
先
に
、
士
幌

小
学
校
の
修
学
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
札
幌
市
宮
の
沢
に
あ
る

「
白
い
恋
人
パ
ー
ク
」の
体
験
学
習
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
全
員
で「
ク
ッ

キ
ー
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
」に
取
り
組
み
、

白
い
恋
人
パ
ー
ク
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

ク
ッ
キ
ー
に
、
各
自
チ
ョ
コ
ペ
ン
で
思

い
思
い
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
世
界

に
一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ク
ッ
キ

ー
に
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
青
少
年
科
学
館
、
防
災
セ
ン

タ
ー
、
サ
ン
ピ
ア
ザ
水
族
館
、
ス
テ
ラ

プ
レ
イ
ス
な
ど
、
事
前
に
立
て
た
計
画

に
基
づ
き
自
主
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

地
下
鉄
で
移
動
し
た
り
、
普
段
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
施
設
の
見
学
や
体
験
学

習
、
買
い
物
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
小
樽
に
移
動
し
、「
お
た
る

水
族
館
」を
見
学
し
ま
し
た
。
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
も
行
い
、
普
段
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
水
族
館
の
裏
側
の
世
界

を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
心
部
に

移
動
し
、
運
河
を
含
め
小
樽
の
街
を
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
散
策
し
ま
し
た
。

　
２
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
事
前

学
習
や
準
備
を
し
っ
か
り
と
し
た
こ
と

も
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
て
楽
し

く
研
修
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
士
幌

と
は
違
う
街
並
み
、
歴
史
や
文
化
に
触

れ
る
な
ど
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
す
て
き
な
思

い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
た
修
学
旅
行
。

今
回
の
経
験
や
学
び
を
、
こ
れ
か
ら
の

学
校
生
活
に
活
か
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
中
士
幌
小
学
校
と
上
居
辺
小

学
校
は
複
式
校
で
、
隔
年
実
施
の
た
め
、

今
年
度
は
11
月
に
宿
泊
学
習
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

乗馬体験

TEAM NACS
森崎 博之 氏

↑　申込フォームからお申し込みください！

銅像をピカピカにしてきました！
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したしみ図書館（総合研修センター内　電話５－２２８１）【開館時間】10時00分〜18時00分まで
https://www.ik.licsre-saas.jp/shihoro/webopac/index.do

川
　
柳

・
松
島
の
赤
い
欄ら

ん

干か
ん

空
に
映は

え�

和
田
　
節
子

・
紫
の
着
物
姿
が
に
じ
ん
で
く�

小
野
寺
　
僚

町 
民

文
芸

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

次
回
は
み
ど
り
の
佐
藤
歩
夢
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
航

也
さ
ん
か
ら
歩
夢
さ
ん
へ
一
言
。「
24
卒
役
場
同
期
と
農
協

同
期
で
飲
み
会
し
よ
う
！
」

◆
士
幌
で
好
き
な
も
の

　
山
が
綺
麗
に
見
え
る

◆
海
外
に
行
く
な
ら
？

　
ス
イ
ス

◆
旅
行
に
行
く
な
ら

　
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド

　
航
也
さ
ん
は
、
音
更
出
身
で
緑
陽
高
校
に
入
学
。
卒
業
後
は
、

釧
路
公
立
大
学
経
済
学
科
で
、
経
済
・
経
営
だ
け
で
な
く
社
会

科
学
全
般
に
つ
い
て
学
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
現
在
は
産
業
振
興
課
に
所
属
し
て
お
り
、
鳥
獣
被
害
の
対
策

や
造
林
事
業
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補
助
金
関
係
の

業
務
に
苦
戦
し
て
い
る
航
也
さ
ん
で
す
が「
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
機
会
が
あ
り
、
町
民
の
方
が
楽
し
ん
で
い
る
姿
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
休
み
の
日
は
温
泉
に
行
く
と
話
す
航
也
さ
ん
。
色
ん
な
温
泉

を
巡
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
一
番
好
き
な
温
泉
は「
華
の
ゆ
」み

た
い
で
す
。
ま
た
、
富
良
野
に
行
っ
た
と
き
に
入
っ
た
十
勝
岳

温
泉
は
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
熱
か
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
聞
い
て
み
る
と「
新
し
く
入
っ
て
く
る

人
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
仕
事
へ
の
理
解
度

を
上
げ
た
い
！
」と
話
す
仕
事
熱
心
な
航
也
さ
ん
で
し
た
。

★
好す

き
な
こ
と　
サ
ッ
カ
ー
、
虫む
し

取と

り

★
得と

く
意い

な
こ
と　
水す
い

泳え
い

★
好す

き
な
食た

べ
物も
の　

母か
あ

ち
ゃ
ん
の
唐か
ら

揚あ

げ

★
宝た

か
ら

物も
の

　
店み
せ

の
景け
い

品ひ
ん

で
100
円え
ん

で
ゲ
ッ
ト
し
た
Ｐ
Ｓ
５

★
最さ

い
近き
ん

嬉う
れ

し
か
っ
た
こ
と

　
飼か

っ
て
い
る
カ
ナ
ブ
ン
が
卵た
ま
ご

を
産う

ん
だ
こ
と

★
士し

幌ほ
ろ
の
好す

き
な
と
こ
ろ　
遊ゆ
う

水す
い

公こ
う

園え
ん

★
将し
ょ
う

来ら
い

の
夢ゆ
め

　
父と
う
ち
ゃ
ん
と
一い
っ
緒し
ょ
に
士し

幌ほ
ろ
運う
ん
輸ゆ

で
働は
た
ら

く

★
今こ

と
し年

頑が
ん

張ば

り
た
い
こ
と

　
サ
ッ
カ
ー
で
点て
ん
が
取と

れ
る
よ
う
に
頑が
ん
張ば

り
た
い
!!

高
徳平ひ

ら

田た

　
航こ

う

也や

　
さ
ん

士
幌
小
学
校
３
年

森も
り

本も
と

　
繕ぜ

ん
　
さ
ん

温
泉
マ
ス
タ
ー
平
田
！

あ
ふ
れ
出で

る
好こ

う

奇き

心し
ん

！

�

元げ
ん

気き

い
っ
ぱ
い
少し

ょ
う

年ね
ん

【児童書】
こどもプログラミングＤＸ
� （たにぐちまこと）
捨てられないずかん�（米田まりな）
スーパーマーケットまるごとずか
ん� （中村陽子）
どろぼう猫とトキメキのリボン
� （小手鞠るい）
異世界フルコース� （廣嶋玲子）
そらのさんぽ� （荒井良二）
えかきになりたいねずみくん
� （上野紀子）
きのこってなんだろう？
� （小林路子）
ゆびでたどる進化のえほん
� （かわさきしゅんいち）
パンどろぼうとスイーツおうじ
� （柴田ケイコ）

【一般書】
長崎ハウステンボス‘26�（昭文社）
世界は経営でできている
� （岩尾俊兵）
歯並びをよくする離乳食・幼児食
� （杉原麻美）
疲労学� （片野秀樹）
暮らしのヒント集
� （暮しの手帖編集部）
まいにち食べたい！生姜レシピ
� （森島土紀子）
図解紙片づけ� （石阪京子）
強父論� （阿川佐和子）
帯広昭和革命1952� （大嶋賢洋）
さらば！店長がバカすぎて
� （早見和真）
成瀬は天下を取りにいく
� （宮島未奈）

★陰態の家
� （夢枕獏）
　傀儡屋の多々良陣内は
「怖いもの」が出るとい
う屋敷に招かれた。「そ
れ」は首がないもの、身
体が２つに割けているも
のもいるという。怪異の正体とは…。
表題作など、単行本未収録作７編を含
む全９編を収録した珠玉の自薦集。

★物理の学校
� （和田純夫）
　物体の運動のしくみや
温度など、身のまわりの
不思議を解明する「物理」
について、イラストや豆
知識、関連情報を交えて
やさしく解説する。科学雑誌『ニュー
トン』から生まれたジュニア向けシリ
ーズ。

短
　
歌

・
晩
秋
の
花
は
終
わ
り
て
少
し
だ
け
コ
ス
モ
ス
の
花
な
ご
り
花
に
て�

�

清
水
　
さ
よ
子

・
十
五
夜
の
月
も
ほ
ほ
え
む
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
カ
ボ
チ
ャ
愛
ら
し
士
幌
ガ
ー
デ
ン�

�

汀
焉

・
廃
駅
に
コ
ス
モ
ス
ゆ
れ
て
風
は
こ
ぶ
通
学
の
子
ら
の
笑
う
声
と
も�

�

三
木
　
悦
子

・
十
勝
晴
れ
今
日
は
よ
い
事
あ
り
そ
う
な
ひ
孫
生
ま
れ
た
と
う
れ
し
い
便
り�

�

睦
子

★
善
意
に
感
謝
し
ま
す
★

寄
附
・
寄
贈

《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
》

今
松　
勝
男
さ
ん�

ケ
ー
キ
・
ぶ
ど
う

梛
野　
　
透
さ
ん�

じ
ゃ
が
い
も

★
お　
く　
や　
み
★

木
下　
く
に
男
さ
ん（
86
歳
）�

高　
徳

　
　
　
　
　
　
　
※「
く
に
」は
異
体
字

小
林　
曻
さ
ん（
97
歳
）�
南
団
地

佐
藤　
好
宏
さ
ん（
77
歳
）�
南
団
地

佐
藤　
久
子
さ
ん（
72
歳
）�

中
士
幌
東
団
地

佐
藤　
利
惠
子
さ
ん（
76
歳
）�

西
居
辺

�

（
10
月
15
日
受
付
分
ま
で
）

★★今月の休館日★★
4、 11、 18、 25日
（毎週火曜日）

今こ
ん

月げ
つ

の

　
し
ほ
ろ
っ
子こ

俳
　
句

・
澄す

み
切き

っ
た
秋
空
眺な

が

む
夫
婦
か
な�

和
田
　
節
女

・
生
か
さ
れ
し
感
謝
の
旅
は
秋
の
伊
勢�

研
紀

・
二
人
旅
秋
雨
の
中
法
隆
寺�

研
紀

・
訪
ね
来
し
庭
の
カ
ン
ナ
の
尚
紅
し�

水
音

・
秋
の
海
超
え
て
宮
島
姉
妹
旅�

水
音

２
０
２
６
年
版
士
幌
町「
町
民
便
利
帳
」を
製
作
し
て
い
ま
す
。

　
士
幌
町
と
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

の
官
民
協
働
事
業
に
よ
り「
町
民
便
利
帳
」

を
製
作
し
て
い
ま
す
。

　
「
町
民
便
利
帳
」と
は
役
場
で
の
各
種

手
続
き
や
子
育
て
支
援
、
観
光
・
特
産

品
な
ど
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載

し
た
も
の
で
、
来
春
の
完
成
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
町
内
全
世
帯
や
転
入
者
の
皆
さ
ん
へ

配
布
し
ま
す
の
で
、
完
成
ま
で
も
う
少
々

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
「
町
民
便
利
帳
」は
地
域
事
業
者
様
の

ご
協
力
に
よ
る
広
告
掲
載
費
用
で
製
作
・

配
布
を
行
い
ま
す
。

　
本
誌
に
広
告
を
掲
載
し
て
く
だ
さ
る

事
業
者
様
を
募
集
す
る
た
め
、

（
株
）サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
各

事
業
所
へ
訪
問
等
を
行
い

ま
す
。

　
本
誌
製
作
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
広
告
掲
載
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
地
域
戦
略
課
広
報
広
聴
係

　
ＴＥＬ
０
１
５
６
４-

５-

５
２
１
２

～
事
業
主
の
皆
様
へ
～

↑表紙デザイン（案）
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この広報誌は、ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を
伝えられるよう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

暮らしのカレンダー 11月
日にち 行　　　　　　　事 場所
1 土
2 日
3 月

4 ㊋

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆10:30～11:30 スマイル教室 認定こ
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
13:30～14:30 ふまねっと タウン

5 ㊌

☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
13:30～16:00 受付 エキノコックス症検診 福セ

6 ㊍☆ 9:30～11:30 なかよくあそぼ 中児

7 ㊎

8:50～ 9:20 まる元運動教室 福セ
9:00～11:30 赤ちゃん相談 福セ

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
10:00～10:30 まる元運動教室 福セ
13:00～13:30 まる元運動教室 福セ
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（水痘・Ｂ型肝炎・日本脳炎・二種混合）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（日本脳炎・二種混合）
8 土
9 日

10 ㊊

9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆10:00～11:00 ぴよぴよ広場 中児
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（水痘・Ｂ型肝炎・日本脳炎・二種混合）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
13:30～14:30 ふまねっと タウン
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（日本脳炎・二種混合）

11 ㊋

☆ 9:30 ～11:30 にこにこ広場 中児
☆10:00～11:30 キッズ・クラブ 認定こ
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

12 ㊌
☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

13 ㊍
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
受付時間は個別通知 ２歳児教室 保セ

14 ㊎

8:50～ 9:20 まる元運動教室 福セ
☆ 9:30～11:30 わんぱくの日 認定こ
10:00～10:30 まる元運動教室 福セ
13:00～13:30 まる元運動教室 福セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

日にち 行　　　　　　　事 場所
15 土 13:30～14:30 ふまねっと 中士幌
16 日

17 ㊊ 9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ

18 ㊋

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
13:30～14:30 ふまねっと タウン

19 ㊌
☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研
13:00～15:00 認知症カフェ もりくま

20 ㊍
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
受付時間は個別通知 幼児健診 保セ

21 ㊎

8:50～ 9:20 まる元運動教室 福セ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆ 9:30～11:30 おひさまの日 認定こ
10:00～10:30 まる元運動教室 福セ
13:00～13:30 まる元運動教室 福セ
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（水痘・Ｂ型肝炎・日本脳炎・二種混合）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（日本脳炎・二種混合）
22 土
23 日
24 月

25 ㊋
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

26 ㊌
☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
9:30～11:00 おっぱい相談（要予約） 福セ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研

27 ㊍☆10:00～11:30 子育て講座 中児

28 ㊎

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
13:15～13:30 受付 予防接種 保セ

（BCG・麻しん風しん混合）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

29 土
30 日

広
報

発
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幌
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〒
080-1292　
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地

☎
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生
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通

刊
　

第
780号

保セ →町民保健センター
福セ →総合福祉センター
中児 →中士幌児童ステーション
認定こ→認定こども園なかよし
国保 →国保病院

タウン→タウンプラザ
総研 →総合研修センター
中士幌→中士幌地区公民館
もりくま→みんなのもりのくまさん

【凡　例】

※�子育て支援は０歳児から就学前のお子さんを持つ家庭の方が対象です。また、キッズ･クラブは会員登録制です。� �
☆印のお問い合わせや子育ての相談は子育て支援センター（電話７－４１０２）または認定こども園なかよし（電話５－２５０２）まで

※�まる元運動教室は、地域包括支援センター（電話５－２１８８）にご相談ください。
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